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第
13
回
金
ケ
崎
町
民
劇
場

で
ん
で
ら

で
ん
で
ら
カ
ン
ト
リ
ー

カ
ン
ト
リ
ー

～
衛
星
写
真
に
写
ら
な
い
郷
～

～
あ
ら
す
じ
～

　
未
だ
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
な
い
中
、
自
治
会

長
の
船
越
秀し
ゅ
う

一い
ちは

同
級
生
の
店
「
ス
ナ
ッ
ク

鰍か
じ
か」

に
60
代
後
半
の
友
人
数
人
で
集
ま
り
、

世
間
話
を
交
わ
す
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
鰍
の
マ
マ
狩
田
み
す
ず
か

ら
、
市
街
地
再
開
発
の
た
め
店
が
無
く
な
る

こ
と
を
告
げ
ら
れ
る
。
小
説
「
で
ん
で
ら
国
」

に
憧
れ
る
船
越
は
、
知
り
合
い
の
老
人
、
鳥と
の

海み

作さ
く

蔵ぞ
う

が
山
奥
に
土
地
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
み
す
ず
や
友
人
た
ち
と
共
に
自
分

た
ち
の
「
で
ん
で
ら
国
」
を
作
ろ
う
と
す
る
。

　

み
す
ず
の
孫
、
萌も
え

華か

な
ど
若
者
も
誘
い
、

い
ざ
携
帯
電
話
の
電
波
状
況
も
安
定
し
な
い

山
奥
の
地
に
入
っ
て
行
く
と
、
そ
こ
に
は
既

に
老
人
や
女
性
・
子
ど
も
た
ち
が
暮
ら
す
集

落
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
。
自
ら
「
で
ん
で

ら
カ
ン
ト
リ
ー
」
を
呼
称
す
る
住
人
た
ち
は
、

衛
星
写
真
に
写
ら
な
い
よ
う
住
ま
い
を
カ
モ

フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
な
が
ら
静
か
に
隠い
ん

遁と
ん

生
活
を

送
っ
て
い
た
。

　
集
落
に
歓
迎
さ
れ
一
員
と
な
る
船
越
た
ち
。

山
で
の
暮
ら
し
に
理
想
を
求
め
、
街
と
の
行

き
来
を
楽
し
ん
で
い
た
が
、
密
か
に
彼
ら
を

つ
け
狙
う
者
が
い
た
。
妻
子
の
行
方
を
探
す

市
議
会
議
員
、
議
員
と
癒
着
し
て
い
る
ら
し

い
会
社
の
社
長
、
そ
し
て
刑
事
。
彼
ら
に
で

ん
で
ら
カ
ン
ト
リ
ー
の
存
在
が
知
ら
れ
、
住

人
た
ち
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た

時
、
船
越
と
そ
の
仲
間
は
集
落
を
守
る
た
め

に
立
ち
上
が
り
対
峙
す
る
。

　
折
し
も
巨
大
台
風
の
上
陸
予
報
が
出
さ
れ

る
中
、
で
ん
で
ら
カ
ン
ト
リ
ー
を
無
事
に
守

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
彼
ら
が
闘
っ
た
先

に
見
つ
け
た
理
想
の
「
で
ん
で
ら
国
」
と
は
。

　
第
13
回
金
ケ
崎
町
民
劇
場
「
で
ん
で
ら

カ
ン
ト
リ
ー
～
衛
星
写
真
に
映
ら
な
い
郷

～
」
は
10
月
８
日
、
中
央
生
涯
教
育
セ
ン

タ
ー
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
４
年
ぶ
り
の

公
演
と
な
っ
た
同
劇
場
（
※
）。
公
演
は
午

前
、
午
後
の
２
回
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら

計
２
１
４
人
が
来
場
。団
員
の
熱
の
こ
も
っ

た
演
技
に
観
客
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
第
11
回
町
民
劇
場
（
令
和
元

年
）
の
「
で
ん
で
ら
国
」（
原
作
・
平
谷

美よ
し

樹き

さ
ん
）
を
、
榊
和か

ず

也や

さ
ん
（
南
町
）

が
現
代
版
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
脚
本
と
演
出

を
担
当
。
コ
ロ
ナ
禍
や
自
然
災
害
、
認
知

症
、
リ
モ
ー
ト
の
面
会
な
ど
、
現
代
を
取

り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
組
み
込
み

つ
つ
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、
明
る
く
希
望

の
あ
る
物
語
を
描
き
ま
し
た
。

　
町
民
劇
場
実
行
委
員
会
の
及
川
紀き

美み

子こ

委
員
長
が
「
私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
に
も
暑
さ

に
も
負
け
ず
取
り
組
ん
だ
。
多
く
の
支
え

に
感
謝
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
劇

場
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

家
族
と
訪
れ
た
千
葉
偉い

月つ
き

さ
ん
（
金
小
２

年
）
は
、「
皆
さ
ん
の
演
技
が
上
手
く
て

面
白
か
っ
た
。
で
ん
で
ら
カ
ン
ト
リ
ー
に

来
た
と
こ
ろ
や
最
後
の
シ
ー
ン
で
み
ん
な

が
仲
良
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
良
か
っ

た
」
と
充
実
し
た
表
情
を
見
せ
ま
し
た
。
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※第 12回町民劇場は令和 4年 12月 11日に朗読劇を開催

狩田萌華役　土田 凪
なぎ

紗
さ

さん 船越秀一役　小野寺 喜
き

美
み

雄
お

さん

ベテランも初参加の人もいました
が、周りのサポートもあり上手くま
とまっていました。みんな楽しそう
に演じていて良かったです。

倖田茉
ま

莉
り

花
か

役　及川 実
み

生
う

さん
最初は声の大きさや“美緒”の思考
に寄り添って演じることに苦労しま
した。初めての公演は緊張せずに演
じることができました。

ジョン役　ジョセフ・クラークさん

21 3

1鳥海作蔵（中央）から山の話を聞き出す刑事の二
人　2自分たちの「でんでら国」を想像し、盛り上
がる船越たち　3何やら怪しい市議会議員の倖

こう
田
だ

正
まさ

人
と

（左）と MD クリーンの二人　4「でんでら
国」を作りに作蔵の山へ向かう 5 人　5船越（中
央）のケガをきっかけに遭遇した謎の少女（伊藤
美緒）　6連絡が取れなかった友達の倖田茉莉花 

（中央）と再会する狩田萌華（左）　7でんでらカント
リーの長・鳥海スエ（中央）から仲間に認められ、各々
仕事を任される船越ら　8でんでらカントリーの次
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の長にならないか打診を受ける船越　9ある日、萌華
が MD クリーンの竹山（左）からスマートフォンを
奪われる　�でんでらカントリーには元軍人のジョ
ン（左）も生活していた　�失踪していた妻と娘に再
会し連れ戻そうとする正人だが…　�でんでらカン
トリーをゴミ捨て場として乗っ取ろうとする MD ク
リーンの社長・前田（中央）が暴走　�台風の襲来で
スーパーボランティア（左）も駆け付けた　�それぞ
れ目標を見つけた萌華と茉莉花　�自分たちの住む
まちを楽しくしていこうと進み出した４人

本番独特の雰囲気があり、練習よりも
役に入りきって演じることができまし
た。皆さんが笑っているのを見れてう
れしかったです。

年老いるということは誰もが通る
道。それをでんでらカントリーを見
た人にも感じてもらい、考えてもら
えればうれしいです。

狩田みすず役　小原 優
ゆう

子
こ

さん

緊張しましたが、人前で歌うことは
好きだったので楽しく舞台で歌えま
した。自分なりの“茉莉花”を演じ
られたと思います。

伊藤美
み

緒
お

役　澤田 知
とも

花
か

さん

日本語勉強中なのでミスしないよう
に頑張りました。劇団の“一人のた
めではなくみんなのために”という
結束が素晴らしかったです。
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